
073 「天の国」（網）のたとえ、天の国のことを学んだ学者 
 
▶「天の国」（網）のたとえ（マタイによる福音書 13：47～50） ㊟13：44 から続く、イエスのたとえ話 
 
47 また、天の国は次のようにたとえられる。網が湖（→新改訳：海→異邦人世界を象徴）に投げ降ろさ

れ、いろいろな魚（→すべての異邦人を象徴）を集める。48 網がいっぱいになると、人々は岸に引き上

げ、座って、良いもの（異邦人信者）は器に入れ、悪いもの（異邦人未信者）は投げ捨てる（→「良いも

の」は義とされた「羊」、「悪いもの－新改訳：腐敗したもの」は罪ある「やぎ」）。 

49 世の終わりにもそうなる。天使たちが来て、正しい人々（→異邦人信者）の中にいる悪い者ども（→

異邦人の偽信者）をより分け、50 燃え盛る炉の中（＝火と硫黄の池等）に投げ込むのである。悪い者ど

もは、そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。」←13：44 から続く、イエスのたとえ話の終わり 
→網：地引き網。この網は、教会（召会）時代に宣べ伝えられる恵みの福音ではなく、大苦難（患難）の

時に、異邦人世界に宣べ伝えられる永遠の福音を象徴している。 
 
▶天の国のことを学んだ学者（一家の主人のたとえ）（マタイによる福音書 13：51～52） 
 
51「あなたがたは、これらのことがみな分かったか。」 
弟子たちは、「（何も分っていないのに）分かりました」と言った。 
52 そこで、イエスは言われた。 
「だから、天の国のことを学んだ学者（→天の国について教えを受けた律法学者）は皆、自分の倉から新

しいもの（→新約聖書の知識）と古いもの（→旧約聖書の知識）を取り出す一家の主人に似ている。」 
 
【参考】 ガリラヤ湖の漁法 

❶投網（とあみ）：岸辺や船上から魚がいると思われる水域に人の手で投げ入れて面で魚を漁獲する。 

❷刺し網（さしあみ）：目標とする魚種が遊泳・通過する場所を遮断するように網を張り、その網目に魚

の頭部を入り込ませる（→網目に刺す）ことによって漁獲する（下図左）。 
❸地引網（じびきあみ）：陸岸を拠点にして海の沖合に網を張り廻し、網の両端につけた引き綱を引き浜

辺に引き揚げて漁獲する（下図右）。 



【参考】 永遠の火、火の池、火と硫黄の池、火と硫黄の燃える池 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


